
平成２６年１０月２４日（金） 第１２１６号

宮古小学校４年生３８名が
宮古田老道路を見学しました

三陸沿岸道路「宮古田老道路」は、震災復興のリーディングプロジェクトとして、従来
にないスピードで工事を進めています。

このたび、地元の宮古市立宮古小学校より、社会学習の一環として「地域の未来を担う
子ども達に復興最前線の現場をぜひ間近に見せたい」というご要望を受け、平成２６年１
０月２１日（火）に４年生３８名及び教職員５名の皆さんのご参加を得て現場見学会を実
施しました。

見学場所

三陸沿岸道路 宮古田老道路（宮古中央～田老）は、宮古市松山から宮古市田老を結ぶ
約２１ｋｍの自動車専用道路です。

現道の線形不良区間、津波浸水区間を回避し、走行性が向上するとともに、所要時間
の短縮により救援物資の輸送拠点となる久慈港と宮古市間のアクセス性向上、救急医療
施設への速達性向上等の効果が期待されます。

ひとくちメモ・・・三陸沿岸道路 宮古田老道路（宮古中央～田老）
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宮古中央インター 閉伊川橋（仮） 山口第２トンネル（仮）



▲三陸国道事務所 小滝建設監督官が
三陸沿岸道路の概要や整備効果を説明

現場見学会の様子

▲実際の地中への打ち込み作業を
見学しました

▲山口第２トンネル南側坑口で記念撮影
ありがとう！また来てね！

▲担当者が橋脚の下にある５０ｍの基礎杭が
見えない所で橋を支えていることを説明

▲大型クレーンによる作業を
間近で見てみんな興奮していました！

参加した生徒の皆さんからは、
Q：トンネルの形は、なぜ半円形なの？
（A：丸い形が、山の重さを支えるのに、

一番丈夫で良い形だから）
など積極的に質問があり、有意義な見学会と
なりました。

三陸国道事務所では、地域の小中学校が
行う「総合的な学習の時間」の授業に対し、
より実践的な学習ができるよう、現場見学
や各種施設の見学会、出張出前講座などを
通じた協力を行っています。

くわしくは、
三陸国道事務所 地域づくり相談室
０１９３－７１－１７１１ までお気軽に。
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見学場所①宮古中央インター工事現場 見学場所②閉伊川橋下部工工事現場

見学場所③山口第２トンネル工事現場


